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この署名からも力を得て２０１７年、国連で「核兵器禁止条約」成立｡

今年１０月２４日、ホンジュラスの批准により来年１月の発効決定 ! 

 

しかし…被爆国にも関わらず、日本はこの条約に不参加のまま。 

この条約は核兵器の開発や使用、他国援助など一切を禁止する、模範性の高い内容になって

います。 

核保有国は当然のように反対｡日本政府は「この条約に不参加とすることにより、核保有国

に対する核廃絶の橋渡し役を担う」としていますが、積極的な動きも進展もありません。 

核の産業活用（原子力発電）もますます拡大する方向へ。既存のＮＰＴ（核兵器不拡散条約）

が謳う削減策も、長年、停滞したままです。 

 

特定の政治思想を含まない、誰もが賛同できる署名です。 

国際世論を盛り上げ、日本と核保有国の参加を促しましょう 
 

 

 

 

 

 

 

 

●意思確認の伴う代筆、子どもの署名もＯＫです｡ 

●１筆でも、ご遠慮なくご提出ください。 

●２０１６年から毎年、署名用紙を配付しています。 

「以前、確実に署名している」とご記憶のかたは、署名
をお控えください。（万一重複してしまっても、特に問題は生
じません） 

被爆経験のある日本こそ、 

「核兵器禁止条約」に批准すべきです！ 

最終提出締切 
 

12 / 18 （金） 

◎カタカナの表記について＝「ヒバクシャ」は世界共通語です。核実験や原発事故の被災者も含んで使われています。 

署名活動､いよいよ最終集約｡来年１月､国連に提出します！ 

広島・長崎の平均年齢80歳を超える被爆者の方々

が後世のために「自分たちが生きている間に出来

ることを」と、２０１６～２０２０年の４年間に世界で

数億筆をめざし、続けてきた署名活動です。 

まで続けてきた署名活動です。 



 

● 2016～2020 最終集約 ： 12 月 18 日（金） 


